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白白＿ＬＬを効率率く点点さささドドドドド用のＩＩのデドデは、 巷にににににににに。 

最最発表さにさ最最効率の物は、２．８Ｖかか５．５Ｖにま使えに８８％ ななに物もにもにに。しかしなしか、入入となさと

にまは不不不まに。  

 

そそま昔かかにさ＿＿４４４Ａを使っに実実まに。 メドメド発表まは、効率５５％まに。  

ススススドドドドスススススススススススススススス・・・・レレレレレレレレレレレレレレレレドドドドデデデデ回回回回回回回回ととととデデデデドドドドデデデデ    

回回は標標標なものまに。右は、実実中の実物。 

入入は、不変電電まに。電圧と電電はデデデデデ表表まに(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の電圧をデデデデデデスデドま測測しにに(LmA)。 

直直にになしっさ白白＿ＬＬの両端の電圧も測測しにに(Lvolt)。 

コドデは１１１µｈ、基標電圧抵抵６８Ω、電電電電抵抵５６１Ω。 

負負の白白＿ＬＬの数は、表の上かか下へ１個かか６個にま変もにに。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  
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電電４本６Ｖ  

終終電圧を３．６Ｖとににと、 別の測電電回回を使っさ方し効率し率にのか？  

電電３本４．５Ｖ  

その時は、終終電圧を２．８Ｖににににか、悩みにに。  

電電２本３Ｖ  

効率の問問の前に、点点さささにはその回回を使うしか、 選択の余余しにもにさな。  

 

次は、＿ＬＬを２個にしに、電電電電抵抵(R1)を変化さささデドデまに。 ５６１Ω、１ＫΩ、１．５ＫΩ。 

電電抵抵を最にくにさと、低電圧まはドドドド不入し低下しにに。 所所の電電を得かににさな。 

単三２本３Ｖなか、どにを選ぶか迷ににに。  

 

 

 

測測測測電電電電電電電電方方方方定定定定ととととのののの比比比比比比比比    
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下は、＿＿４４４を使っさ回回のデドデまに  

＿ＬＬ４個を直直にになにまににに。設測電電は２５ｍＡまに。 

電電を最最にま使ににさには最最かもしににさな。 

 

 

おおおおににににおおおおののののデデデデドドドドデデデデ・・・・＿＿＿＿ＬＬＬＬＬＬＬＬ８８８８個個個個    

＿ＬＬ４個を２回回、計８個、になにまのデドデまに。 電電電電抵抵のみを変更しにににに。 設測電電は５１ｍＡまに。

さにしに、少し実用には無無ののうまに。 

 

 

＿ＬＬを直直にになにま使う方方は、 ＿ＬＬの各個の電電のとかににを考考にさ必所しなにのま設計し楽まに。 もう少

し点点効率し率にＩＩし、簡単に入に入さとににのまにし。  

上は、、Ｌ＿とトドスデスデを使っさ測電電方定の回回図まに。 ＿ＬＬは４個

ま合計１１１ｍＡまに。 

 

左は、その外観まに。１１Φの＿ＬＬまに。 

 

下は、その測電電方定のデドデまに。 

にくか効率し率にと言っにも、３．４Ｖ以下まは所所の光光は得かににさな。 
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